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これからの大規模更新等に備えるために、アセットマネジメント
の実践は必要不可欠 

現時点では、中長期的視点をもって、今後の更新に備えている事
業者は一部に限られる 

アセットマネジメントの重要性について各事業者が十分理解した
上で、全ての事業者においてアセットマネジメントの実践が推進さ
れることを意図して「手引き」を策定（平成21年7月7日） 

アセットマネジメント手法も導入しつつ、中長期的な視点に立った、技術的基盤に基づく計画的・
効率的な水道施設の改築・更新や維持管理・運営、更新積立金等の資金確保方策を進めるとともに、
改築・更新のために必要な負担について需要者の理解を得るための情報提供のあり方等について、
具体的検討を推進する。 

改訂水道ビジョン（平成20年7月） 

「水道事業におけるアセットマネジメント 
（資産管理）に関する手引き」の策定 
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水道施設の特性を踏まえつつ、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサ
イクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化
された実践活動 

水道におけるアセットマネジメントとは 

定義 
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更新需要の把握 
・基礎データ（施設、管路の布設年度、法定耐用年

数等）の整備 
・老朽化進行状況の把握 

技術的根拠を有し、財源の裏付けのある更新・耐震化計画の策定及び実行 
 
 

持続可能な水道事業運営が可能 

財政収支見通し 
・料金収入の推移 

・人口等の社会情勢の推移 

機能診断等に基づく更新時期の精緻化 
・耐震診断、地盤調査の実施による更新時期の判断 

資金確保計画の検討 
・料金設定の適正化 
・民間資金の活用可能性の検討 
・経営効率化方策の検討 

中長期的視点（概ね30～40年以上） 
＜アセットマネジメント実践上のポイント＞ 

技術的検討 財政的検討 
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（単位：事業者数） 
財政収支見通し 

の検討手法 タイプA 
（簡略型） 

タイプB 
（簡略型） 

タイプC 
（標準型） 

タイプD 
（詳細型） 更新需要 

見通しの検討手法 

タイプ１（簡略型） 26 3 2   

タイプ２（簡略型） 11 92 58   

タイプ３（標準型） 3 9 159   

タイプ４（詳細型）       10 

「アセットマネジメント」の実施状況について 

（単位：事業者数） 

計画給水人口 5万人未満 
5万人～ 
10万人 

10万人～ 
25万人 

25万人～ 
50万人 

50万人以上 
用水供給 

事業 
合  計 

調査事業者数 938 228 156 61 29 93 1,505 

実施事業者数 77 95 93 41 23 58 387 

割  合 8.2% 41.7% 59.6% 67.2% 79.3% 62.4% 25.7% 

 

・調査事業者数1,505事業者のうち、387事業者が実施中又は実施済み。 
・事業規模が大きくなる程、実施割合が増加する傾向にある。 
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※平成22年度運営状況調査より抽出。なお、タイプ分け項目の未回答事業者(14事業)は未計上。 
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